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図書新聞 2019年11月30日（土曜日）

こ
の
リ
ス
ト
は
１１
月
８
日
～
１１
月
１４
日
発
行
の
書
籍
を
、
ト
ー
ハ
ン
・

日
販
等
各
取
次
店
仕
入
書
籍
と
同
時
期
の
小
社
到
着
図
書
に
よ
っ
て
ま
と

め
た
も
の
で
す
。
新
刊
の
う
ち
か
ら
主
な
も
の
を
選
び
、
小
社
へ
の
寄
贈

書
を
選
ん
で
掲
げ
ま
し
た
。
資
料
は
ト
ー
ハ
ン
の
新
刊
案
内
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
最
新
の
情
報
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

向
嶋
成
美
編

李
白
と
杜
甫
の
事
典

一
二
〇
〇
〇

大
修
館
書
店

猪
熊
壽

イ
ヌ
の
動
物
学

三
八
〇
〇

東
京
大
学
出
版
会

平
田
清
明

フ
ラ
ン
ス
古
典
経
済
学
研
究

六
五
〇
〇

日
本
経
済
評
論
社

平
田
清
明
著
作

解
題
と
目
録

四
八
〇
〇

同

羽
山
伸
一

野
生
動
物
問
題
へ
の
挑
戦
二
七
〇
〇
東
京
大
学
出
版
会

高
田
亮
爾
他

中
小
企
業
研
究
序
説

二
五
〇
〇

同
友
館

大
竹
久
夫

リ
ン
の
は
な
し

二
五
〇
〇

朝
倉
書
店

国
際
貢
献
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現

二
八
〇
〇

同

生
き
物
と
音
の
事
典

一
五
〇
〇
〇

同

中
村
稔

私
の
日
韓
歴
史
認
識

増
補
新
版
二
四
〇
〇

青
土
社

下
夷
美
幸

日
本
の
家
族
と
戸
籍

三
六
〇
〇

東
京
大
学
出
版
会

川
上
和
人

鳥
の
骨
格
標
本
図
鑑

二
八
〇
〇

文
一
総
合
出
版

縄
文
王
国
や
ま
な
し

一
八
一
九

求
龍
堂

岩
立
京
子
他

遊
び
の
中
で
試
行
錯
誤
す
る
子
ど
も
と
保
育
者

二
二
〇
〇

明
石
書
店

堀
池
信
夫

老
子
注
釈
史
の
研
究

桜
邑
文
稿
１

八
〇
〇
〇

明
治
書
院

田
村
幸
男

帝
国
憲
法
期
の
入
学
と
就
職

八
〇
〇
〇

雄
山
閣

岡
本
哲
史
編

経
済
学
の
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド

三
五
〇
〇

新
評
論

榎
木
英
介
編

研
究
不
正
と
歪
ん
だ
科
学

二
三
〇
〇

日
本
評
論
社

ケ
イ
ン
樹
里
安

ふ
れ
る
社
会
学

一
八
〇
〇

北
樹
出
版

日
韓
共
同
の
歴
史
教
育

二
七
〇
〇

明
石
書
店

藤
江
康
彦
編

小
中
一
貫
教
育
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

二
二
〇
〇

東
洋
館
出
版
社

青
山
俊
董

十
牛
図

ほ
ん
と
う
の
幸
せ
の
旅
一
六
〇
〇

春
秋
社

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト

破
滅
者

五
五
〇
〇

み
す
ず
書
房

ボ
ワ
イ
エ

ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
暮
ら
し
と
文
化

新
装
版

三
〇
〇
〇

白
水
社

石
塚
正
英

学
問
の
使
命
と
知
の
行
動
圏
域
二
五
〇
〇
社
会
評
論
社

小
林
裕
子

司
法
通
訳
人
と
い
う
仕
事

一
八
〇
〇

慶
大
出
版
会

荻
野
富
士
夫

治
安
体
制
の
現
代
史
と
小
林
多
喜
二

二
〇
〇
〇

本
の
泉
社

周
保
松
他

香
港
雨
傘
運
動
と
市
民
的
不
服
従

一
八
〇
〇

社
会
評
論
社

セ
ン
編
著

功
利
主
義
を
の
り
こ
え
て
五
〇
〇
〇
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

道
垣
内
弘
人

債
権
法
改
正
と
実
務
上
の
課
題

三
一
〇
〇

有
斐
閣

中
島
康
晴

「
出

い
直
し
」
の
地
域
共
生
社
会
（
上
）

二
二
〇
〇

批
評
社

高
岡
弘
幸
他

民
俗
学
読
本

フ
ィ
ー
ル
ド
へ
の
い
ざ
な
い

石
川
幸
一
他

ア
ジ
ア
の
経
済
統
合
と
保
護
主
義
二
八
〇
〇

文
真
堂

芦
田
丈
司

京
都
丹
波
の
岩
崎
革
也

二
五
〇
〇

文
理
閣

白
石
凌
海

維
摩
経
の
世
界

一
九
五
〇

講
談
社

蛯
原
健
介

ワ
イ
ン
法

一
六
〇
〇

同

小
林
正
信

明
智
光
秀
の
乱

新
装
改
訂
増
補
版

二
七
〇
〇

里
文
出
版

す
し

二
八
〇
〇

農
文
協

炊
き
こ
み
ご
飯
・
お
に
ぎ
り

二
八
〇
〇

同

魚
の
お
か
ず

二
八
〇
〇

同

肉
・
豆
腐
・
麩
の
お
か
ず

二
八
〇
〇

同

野
菜
の
お
か
ず

秋
か
ら
冬

二
八
〇
〇

同

小
笠
原
欣
幸

台
湾
総
統
選
挙

二
八
〇
〇

晃
洋
書
房

山
村
り
つ
編

入
門

障
害
者
政
策

二
四
〇
〇

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

松
本
尚
之
他

ア
フ
リ
カ
で
学
ぶ
文
化
人
類
学

二
二
〇
〇

昭
和
堂

矢
嶋
光

芦
田
均
と
日
本
外
交

九
〇
〇
〇

吉
川
弘
文
館

加
藤
諭

大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
成
立
と
展
開
一
一
五
〇
〇

同

�
泰
明

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
メ
デ
ィ
ア
論

一
八
〇
〇

大
学
教
育
出
版

ジ
ェ
ー
ン

大
学
生
の
た
め
の
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ

二
二
〇
〇

北
大
路
書
房

奥
武
則

黒
岩
涙
香

三
八
〇
〇

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

上
田
秀
人

本
意
に
非
ず

一
七
〇
〇

文
藝
春
秋

谷
賢
一

戯
曲

福
島
三
部
作

二
〇
〇
〇

而
立
書
房

藤
田
恵
司

ホ
ロ
ヴ
ィ
ッ
ツ
全
録
音
を
Ｃ
Ｄ
で
聴
く

三
五
〇
〇

ア
ル
フ
ァ
ベ
ー
タ
ブ
ッ
ク
ス

石
内
都

都
と
ち
ひ
ろ

ふ
た
り
の
女
の
物
語

二
五
〇
〇

求
龍
堂

ク
ッ
ツ
ェ
ー

続
・
世
界
文
学
論
集

五
〇
〇
〇

み
す
ず
書
房

中
野
正
貴

東
京

二
五
〇
〇

ク
レ
ヴ
ィ
ス

ム
ー
ア

フ
ロ
ム
・
ヘ
ル

新
装
合
本
四
六
〇
〇

み
す
ず
書
房

キ
ム
ヘ
ジ
ン

中
央
駅

一
五
〇
〇

彩
流
社

窓
展

二
五
〇
〇

平
凡
社

浅
野
詠
子

彫
刻
家
浅
野
孟
府
の
時
代
１
９
０
０
～
１
９
８
４

二
五
〇
〇

批
評
社

キ
ャ
ン
ベ
ル

十
九
世
紀
の
文
学

二
二
〇
〇

ぺ
り
か
ん
社

田
中
山
五
郎

天
空
の
�

一
四
〇
〇

本
の
泉
社

ウ
ン
ヒ
ギ
ョ
ン

鳥
の
お
く
り
も
の

二
三
〇
〇

星
雲
社

沢
聖
子

詩
集

番
人

二
〇
〇
〇

土
曜
美
術
社

田
中
志
津

親
子
つ
れ
づ
れ
の
旅

二
〇
〇
〇

同

清
水
茂

詩
集

私
の
も
の
で
は
な
い
言
葉
を

二
〇
〇
〇

同

小
川
洋
子

約
束
さ
れ
た
移
動

一
五
〇
〇

河
出
書
房
新
社

小
野
寺
史
宣

ま
ち

一
五
〇
〇

祥
伝
社

原
宏
一

う
た
か
た
姫

一
六
〇
〇

同

吉
田
修
一

恋
愛

三
六
〇
〇

文
藝
春
秋

東
山
彰
良

小
さ
な
場
所

一
五
〇
〇

同

高
殿
円

グ
ラ
ン
ド
シ
ャ
ト
ー

一
六
〇
〇

同

加
藤
千
恵

私
に
似
て
い
な
い
彼
女

一
五
〇
〇

ポ
プ
ラ
社

中
山
七
里

人
面
瘡
探
偵

一
六
〇
〇

小
学
館

遠
野
遥

改
良

一
三
〇
〇

同

狩
野
博
幸
監
修

ゆ
か
い
な
浮
世
絵

滑
稽
と
諷
刺
の
世
界
二
六
〇
〇
同

茸
本
朗

野
食
ハ
ン
タ
ー
の
七
転
八
倒
日
記
一
四
〇
〇

平
凡
社

西
村
敏
雄

く
ま
く
ま
パ
ン

い
ち
に
ち
パ
ン
や
さ
ん

一
三
〇
〇

あ
か
ね
書
房

山
本
省
三

も
し
も
恐
竜
と
く
ら
し
た
ら
一
三
〇
〇
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版

ヤ
ン
ソ
ン

ム
ー
ミ
ン
谷
の
ク
リ
ス
マ
ス

一
八
〇
〇

徳
間
書
店

塩
澤
裕

鎌
倉
街
道
平
成
に
歩
く
二
二
〇
〇

さ
き
た
ま
出
版
会

内
山
鉄
朗

国
際
競
争
を
勝
ち
抜
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

一
六
〇
〇

東
洋
経
済
新
報
社

西
郷
孝
彦

校
則
な
く
し
た
中
学
校

一
四
〇
〇

小
学
館

柳
亭
小
痴
楽

ま
く
ら
ば
な

一
四
〇
〇

ぴ
あ

渡
邊
洋
次
郎

下
手
く
そ
や
け
ど
な
ん
と
か
生
き
て
る
ね
ん
。

一
八
〇
〇

現
代
書
館

狩
野
直
禎

「
三
国
志
」
の
知
恵

一
八
〇
〇

法
蔵
館

森
野
聡
子
編

ウ
ェ
ー
ル
ズ
語
原
典
訳

マ
ビ
ノ
ギ
オ
ン

五
〇
〇
〇

原
書
房

佐
山
和
夫

２
０
０
０
勝
投
手
は
こ
う
し
て
誕
生
し
た

二
五
〇
〇

彩
流
社

ブ
ラ
ウ
ン

こ
こ
ろ
の
力
を
育
て
る
言
葉
３
６
６

一
六
〇
〇

子
ど
も
の
未
来
社

�
正
矩
他

み
ん
な
で
創
る
ミ
ラ
イ
の
学
校
一
六
〇
〇

築
地
書
館

み
う
ら
と
も

わ
た
し
の
ち
い
さ
な
い
も
う
と
一
二
〇
〇

岩
波
書
店

鈴
木
み
き

中
年
女
子
、
ひ
と
り
で
移
住
し
て
み
ま
し
た

一
三
〇
〇

平
凡
社

藤
井
青
銅

教
養
と
し
て
の
「
国
名
の
正
体
」
一
七
〇
〇

柏
書
房

立
川
談
慶

談
志
語
辞
典

一
六
〇
〇

誠
文
堂
新
光
社

横
山
タ
カ
子

信
州
四
季
暮
ら
し

一
七
〇
〇

扶
桑
社

野
々
村
友
紀
子

夫
婦
喧
嘩
は
買
っ
た
ら
ダ
メ
。
勝
っ
た
ら
ダ
メ
。

一
二
〇
〇

産
業
編
集
セ
ン
タ
ー

松
原
惇
子

老
後
は
ひ
と
り
が
い
ち
ば
ん

一
三
〇
〇

海
竜
社

小
林
紀
晴

ま
ば
ゆ
い
残
像

そ
こ
に
金
子
光
晴
が
い
た

一
〇
〇
〇

産
業
編
集
セ
ン
タ
ー

秋
川
イ
ホ

み
ん
な
で
守
れ
！
ふ
く
ち
ゃ
ん
の
い
の
ち

一
三
〇
〇

フ
レ
ー
ベ
ル
館

山
本
省
三

キ
セ
キ
の
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ー

一
三
〇
〇

同

勝
目
純
也

甲
標
的
全
史

一
八
〇
〇

イ
カ
ロ
ス
出
版

浅
見
大
紀

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
心
理
士
浅
見
大
紀
で
す

二
三
〇
〇

福
村
出
版

横
山
恵
子
他

静
か
な
る
変
革
者
た
ち

一
四
〇
〇

イ
ン
プ
レ
ス

岡
田
淳

図
書
館
か
ら
の
冒
険

一
五
〇
〇

偕
成
社

馬
場
ふ
み
か

ば
ば
た
び

一
六
〇
〇

集
英
社

東
野
利
夫

真
相

一
五
〇
〇

文
藝
春
秋

勝
井
征
三

ご
み
を
燃
や
さ
な
い
焼
却
炉

一
〇
九
一

中
央
公
論
事
業
出
版

池
田
純

横
浜
ス
ト
ロ
ン
グ
ス
タ
イ
ル

一
四
〇
〇

文
藝
春
秋

稲
泉
連

宇
宙
か
ら
帰
っ
て
き
た
日
本
人

一
六
五
〇

同

北
大
路
翼

半
自
伝
的
エ
ッ
セ
イ

廃
人
二
〇
〇
〇

春
陽
堂
書
店

桟
比
呂
子

運
河
堀
川

一
八
〇
〇

海
鳥
社

苅
田
澄
子

へ
っ
こ
き
へ
の
た

一
三
〇
〇

文
溪
堂

浜
田
広
介

う
さ
ぎ
の
み
み
し
ば
り

一
四
〇
〇

鈴
木
出
版

片
平
孝

ふ
ゆ
と
み
ず
の
ま
ほ
う

こ
お
り
一
五
〇
〇
ポ
プ
ラ
社

西
本
鶏
介

マ
ラ
ソ
ン
じ
い
さ
ん

一
四
〇
〇

鈴
木
出
版

石
川
優
実

#K
u

T
oo

一
三
〇
〇

現
代
書
館

も
ち
ぎ

あ
た
い
と
他
の
愛

一
二
〇
〇

文
藝
春
秋

遠
藤
正
敬

天
皇
と
戸
籍

一
六
〇
〇

筑
摩
書
房

カ
ー
ス
ト

こ
こ
ろ
の
い
と
つ
な
が
っ
て
る
よ
一
五
〇
〇
岩
崎
書
店

い
と
う
み
く

お
ね
え
ち
ゃ
ん
っ
て
、
す
っ
ご
く
も
や
も
や
！

一
〇
〇
〇

同

土
屋
一
昭

「
森
の
演
出
家
」が
つ
な
ぐ
森
と
人
一
六
〇
〇
化
学
同
人

安
田
菜
津
紀

故
郷
の
味
は
海
を
こ
え
て

一
四
〇
〇

ポ
プ
ラ
社

岡
本
裕
一
朗

哲
学
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
。

一
五
〇
〇

同

三上次男は『陶磁の道』

（１９６９）でカイロ郊外のフ

スタートの遺蹟に言及し、

出土した「ペルシア三彩」

を根拠に、唐と中東との古

代海上交易を夢想した。実

際には所謂「ペルシア三彩」

は明器である唐三彩とは技

法上も無縁だったが、中東

地域の陶磁には「ペルシア」

の名称が奉られた。奈良を

訪れたルネ・グルッセは正

倉院に「シルク・ロードの

終着駅」を見た。また唐三

彩の収集には、国際石油市

場に殴り込みをかけた「海

賊」出光佐三も関与してい

る。当時の文献に頻出する

「ペルシアン・ブルー」は

ベルリンで１９世紀中葉に発

明された「プルシアン・ブ

ルー」と混線している。こ

の人工染料の次世代の発明

が「ウルトラマリン」。そ

の開発者の息であったフラ

ンス人、エミール・ギメは、

古代エジプトのイシス信仰

が西はゴロワやケルトに、

そして東は仏教と東漸し日

本にまで到達したとの夢想

に惹かれ、世界宗教博物館

を構想する。当時欧州で人

気の東方趣味Orientalisme

を尻目に、ギメの関心から

はイスラーム世界中東圏は

脱落していた。

世界周遊が可能となった

１９世紀後半、オリエントの

彼方、極東が視野に入る。

海軍士官ピエール・ロティ

はロシュフォールの館、「中

東の間」の隣に「お菊さん」

の「日本間」を設えた。ギ

ュスターヴ・モローの聖書

画の装飾にはインドや極東

の意匠も混入する。カタル

ーニャのマリアノ・フォル

トゥニーの中東趣味は著名

だが、その息子は川村清雄

と知己となり日本趣味に沈

潜する。テオフィール・ゴ

ーチエは中東装飾に心酔し

たが、その娘ジュディット

は西園寺公望や山本芳翠と

交友も結ぶ。アルベール・

カーン財団の資金を得てサ

マルカンドの写真集を刊行

したユーグ・クラフトは、

日本で購入した木造建築を

パリ郊外に移築し、「緑の

里」に文人たちを招く。世

紀末にルーヴル美術館に新

設された「美術骨董」部門

に着任したガストン・ミジ

ョンは中東と極東とを共に

専門とし、伝統ある「絵画」

部門と予算獲得を争った。

「ペルシア陶磁」専門家と

して知られたレーモン・ケ

クランはパリ日本愛好協会

の重鎮でもあった。美術ア

カデミー推奨の物語絵画へ

の反措定が東方装飾に仮託

される。

非西欧世界の装飾美術を

総覧・制覇しようとの覇

気。この潮流に先鞭をつけ

た著作は英国のオウエン・

ジョーンズ『装飾の文法』

（１８５３）。そこではまだ未認

知だった日本は、１０年後に

はロンドン万国博覧会で注

目を集め、「日本趣味」が

流行となる。グラナダはア

ルハンブラに代表されるイ

スラーム装飾はその幾何学

的抽象性と無限連続の増殖

反復が美的規範とされた

が、日本は中国風の左右相

称を破った破格と不規則さ

ゆえにシェノーやルイ・ゴ

ンスらの目を驚かせ、世紀

末ドイツ語圏では「神経藝

術」の異名を取る。その振

幅にヴィルヘルム・ヴォー

リンガーの『抽象と感情移

入』（１９０８）が目配せする

一方、画家ホィスラーの友

人だったアーサー�ジェロ

ーム・エディはカンディン

スキーの『藝術における精

神性』など極東では常識で、

日本人たちは「気韻」に精

通している、との自説を開

陳する。

日露戦争後に欧州の日本

趣味は急速に退潮し、代わ

ってイスラーム美術が復権

を遂げる。ミュンヘンでの

大規模な展覧会に触発さ

れ、フランツ・マルクやパ

ウル・クレーも北アフリカ

を訪ねる。モロッコ体験後

のマティスは、人体形象か

らの脱皮と装飾の復権を画

布のうえで模索する。晩年

の「切り紙」は色彩と線と

の対立を止揚する。剪紙細

工が古来中国や日本にあっ

たと青山義雄から聞き、マ

ティスは驚きを隠さない。

クプカの抽象絵画も日本の

型紙を下敷きとしていた。

「霊感は東方から」は紋切

り型だが、そう語ったマテ

ィスは、揺れ動く「東方」

Orientの実体をどこに捉え

ていたのだろうか。

＊「イスラム美術コレクシ

ョンの形成と普及」神戸大

学国際文化学研究推進セン

ター、２０１９年９月３０日会場

での筆者の即興のコメント

を要約した。発表者のRémi

Labrusseと神田惟、お招

きいただいた主宰者の松井

裕美、通訳担当の小寺里枝、

会場校の宮下規久朗の各氏

に謝意を表する。

information

第
４１
回
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞

決
定

公
益
財
団
法
人
サ
ン
ト
リ
ー
文

化
財
団
（
理
事
長
・
鳥
井
信
吾
）

は
、
第
４１
回
「
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸

賞
」
を
左
記
の
８
名
に
贈
呈
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。
贈
呈
式
は
１２

月
９
日
（
月
）
に
東
京
で
行
う
予

定
。本

賞
は
「
政
治
・
経
済
」
「
芸

術
・
文
学
」「
社
会
・
風
俗
」「
思

想
・
歴
史
」の
４
部
門
に
分
か
れ
、

正
賞
と
し
て
楯
、
副
賞
と
し
て
３

０
０
万
円
を
贈
呈
。
毎
年
、
前
年

１
月
以
降
に
出
版
さ
れ
た
著
作
物

を
対
象
に
選
考
し
、
広
く
社
会
と

文
化
を
考
え
る
、
独
創
的
で
優
れ

た
研
究
、
評
論
活
動
を
し
た
者
を

顕
彰
し
て
い
る
。
１
９
７
９
年
の

本
賞
創
設
以
来
、
受
賞
者
の
数
は

今
年
度
を
含
め
３
４
６
名
に
の
ぼ

る
。な

お
、
本
年
２
月
の
サ
ン
ト
リ

ー
文
化
財
団
設
立
４０
周
年
を
機

に
、
人
文
学
・
社
会
科
学
分
野
に

お
け
る
既
存
の
枠
組
に
と
ら
わ
れ

な
い
自
由
な
評
論
・
研
究
活
動
の

さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
、
副
賞
を

従
来
の
２
０
０
万
円
か
ら
３
０
０

万
円
に
増
額
し
た
。

〈
受
賞
者
お
よ
び
対
象
作
品
〉

〔
政
治
・
経
済
部
門
〕

・
善
教
将
大
（
ぜ
ん
き
ょ
う
・
ま

さ
ひ
ろ
）
（
関
西
学
院
大
学
法
学

部
准
教
授
）
『
維
新
支
持
の
分
析

�
�
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
か
、
有
権
者

の
合
理
性
か
』（
有
斐
閣
）

・
山
口
慎
太
郎
（
や
ま
ぐ
ち
・
し

ん
た
ろ
う
）
（
東
京
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
准
教
授
）『「
家
族

の
幸
せ
」
の
経
済
学
�
�
デ
ー
タ

分
析
で
わ
か
っ
た
結
婚
、
出
産
、

子
育
て
の
真
実
』（
光
文
社
）

〔
芸
術
・
文
学
部
門
〕

・
桑
木
野
幸
司
（
く
わ
き
の
・
こ

う
じ
）
（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
准
教
授
）
『
ル
ネ
サ
ン
ス

庭
園
の
精
神
史
�
�
権
力
と
知
と

美
の
メ
デ
ィ
ア
空
間
』（
白
水
社
）

・
鈴
木
聖
子（
す
ず
き
・
せ
い
こ
）

（
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学
東
ア
ジ

ア
言
語
文
化
学
部
助
教
）『〈
雅
楽
〉

の
誕
生
�
�
田
辺
尚
雄
が
見
た
大

東
亜
の
響
き
』（
春
秋
社
）

〔
社
会
・
風
俗
部
門
〕

・
小
泉
悠
（
こ
い
ず
み
・
ゆ
う
）

（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
）『「
帝
国
」

ロ
シ
ア
の
地
政
学
�
�「
勢
力
圏
」

で
読
む
ユ
ー
ラ
シ
ア
戦
略
』
（
東

京
堂
出
版
）

・
藤
原
辰
史
（
ふ
じ
は
ら
・
た
つ

し
）
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究

所
准
教
授
）
『
分
解
の
哲
学
�
�

腐
敗
と
発
酵
を
め
ぐ
る
思
考
』（
青

土
社
）

〔
思
想
・
歴
史
部
門
〕

・
板
東
洋
介
（
ば
ん
ど
う
・
よ
う

す
け
）
（
皇
學
館
大
学
文
学
部
准

教
授
）
『
徂
徠
学
派
か
ら
国
学
へ

�
�
表
現
す
る
人
間
』
（
ぺ
り
か

ん
社
）

・
古
田
徹
也（
ふ
る
た
・
て
つ
や
）

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
准
教
授
）
『
言
葉
の
魂
の

哲
学
』（
講
談
社
）

連
載は

た
ら
く
と
は
何
か

ビ
ル
と
爺
イ
と
サ
イ
コ
パ
ス

凪
一
木

そ
の
２４

サ
イ
コ
パ
ス
は

ど
こ
に
い
る
の
か
。

私
は
本
来
「
良
い
人
」
と
言
う

の
が
苦
手
だ
。
そ
れ
が「
善
き
人
」

と
な
る
と
さ
ら
に
厳
し
い
。
だ
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
屈
折
し
た
と
こ
ろ

の
あ
る
人
（
中
途
半
端
な
悪
人
）

の
方
を
信
用
し
て
生
き
て
き
た
と

こ
ろ
が
あ
る
。

胡
散
臭
さ
や
�
味
が
、
後
者
の

方
は
初
め
か
ら
漂
っ
て
い
て
、
こ

の
社
会
の
中
で
分
が
悪
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
し
か
し
何
と
か
生
き

て
き
て
い
る
。
中
途
半
端
な
悪
人

ゆ
え
の
「
良
さ
」
や
「
善
さ
」
を

奥
深
い
と
こ
ろ
で
持
っ
て
い
る
か

ら
と
推
測
す
る
。
そ
の
点
で
、
サ

イ
コ
パ
ス
は
私
に
と
っ
て
、
始
ま

り
の
時
点
で
は
か
な
り
興
味
深

く
、
つ
い
つ
い
他
の
人
間
が
距
離

を
置
く
よ
う
な
危
険
が
感
じ
ら
れ

る
場
面
が
多
数
あ
っ
て
も
、
近
づ

い
て
、
信
用
さ
え
し
て
き
た
。

だ
が
、
ど
ん
な
に
奥
深
く
掘
り

込
ん
で
い
こ
う
と
も
、
さ
ら
な
る

胡
散
臭
さ
と
�
味
が
絡
み
合
っ
て

襲
い
か
か
っ
て
く
る
。
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
、「
良
さ
」
や
「
善
さ
」

が
現
れ
な
い
。
今
や
、
こ
れ
ほ
ど

に
ヤ
バ
い
奴
は
、
そ
う
そ
う
い
な

い
こ
と
も
、
そ
れ
ゆ
え
に
よ
り
実

ら
れ
て
い
る
。
率
直
に
言

「
邪
悪
だ
」
と
し
か
言
い

な
い
の
だ
。

を
邪
悪
だ
な
ど
と
言
う
こ

、
人
間
と
い
う
も
の
を
信

い
な
い
、
と
か
馬
鹿
に
し

だ
と
言
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

、
ど
う
す
れ
ば
い
い
。
ま

を
聞
い
て
く
れ
よ
。
と
い

で
書
き
始
め
た
の
が
、
こ

で
も
あ
る
。

＊

か
ら
本
題
に
入
ろ
う
と
す

前
段
階
で
、
単
な
る
前
振

葉
尻
を
�
ま
え
て
、
そ
れ

に
批
判
す
る
反
動
推
進
を

る
人
間
が
い
る
。
反
動
屋

ら
の
「
悪
」
と
す
る
、「
ダ

の
典
型
」
と
す
る
カ
テ
ゴ

入
れ
て
、
私
の
（
そ
の
先

る
）
本
題
を
聞
く
こ
と
も

持
論
を
展
開
す
る
。

程
度
の
話
な
ら
こ
ち
ら
は

解
済
み
で
、
私
自
身
の
論

、
そ
の
理
屈
上
で
は
そ
ち

悪
と
は
さ
れ
な
い
側
）
に

類
の
論
で
あ
っ
て
、
批
判

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
こ
と
も
、

ま
ま
分
か
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ

ん
な
分
か
り
切
っ
た
話
を
聞
く
の

も
苦
痛
で
あ
る
。

私
に
対
し
て
「
思
い
込
み
は
良

く
な
い
」
と
い
う
そ
の
話
自
体

が
、
思
い
込
み
の
塊
で
し
か
な

い
。
し
か
し
サ
イ
コ
パ
ス
の
話
を

す
る
と
き
に
は
、
必
ず
や
こ
の
壁

が
立
ち
は
だ
か
る
の
で
あ
る
。「
サ

イ
コ
パ
ス
」
と
い
う
語
を
口
に
し

た
途
端
に
、
彼
ら
の
反
撃
が
始
ま

る
。
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ

る
。宗

教
ア
レ
ル
ギ
ー
や
共
産
党
ア

レ
ル
ギ
ー
。
或
い
は
超
常
現
象
ア

レ
ル
ギ
ー
。

ビ
ー
ト
ル
ズ
を
不
良
の
音
楽
と

し
て
�
っ
た
人
た
ち
も
、『
イ
ー
ジ

ー
ラ
イ
ダ
ー
』で
、ジ
ャ
ッ
ク
・
ニ

コ
ル
ソ
ン
を
撃
ち
殺
し
た
田
舎
町

の
爺
さ
ん
も
、
Ｋ
Ｋ
Ｋ
（
川
口
の

バ
ス
じ
ゃ
な
い
）
も
、
正
義
の
棒

を
振
り
か
ざ
し
て
や
っ
て
く
る
。

ア
レ
ル
ギ
ー
の
対
象
を
あ
ら
か

じ
め
バ
カ
に
す
る
。
既
に
判
定
の

決
ま
っ
た
も
の
と
断
定
す
る
、
自

身
の
仲
間
内
の
世
界
の
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
ー
が
あ
り
、
相
手
の
意
見
の

持
つ
可
能
性
に
恐
怖
が
あ
る
。

サ
イ
コ
パ
ス
に
つ
い
て
語
り
だ

す
者
も
ま
た
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
や
ヒ

ッ
ピ
ー
や
黒
人
と
同
じ
よ
う
に
、

「
サ
イ
コ
パ
ス
を
語
る
や
ば
い
奴
」

に
見
え
る
の
か
。

「
レ
ッ
テ
ル
張
り
は
良
く
な
い
」

と
い
う
、
む
し
ろ
そ
う
い
う
レ
ッ

テ
ル
を
張
っ
て
き
て
、決
め
つ
け
、

こ
ち
ら
の
可
能
性
や
期
待
や
不
安

領
域
に
関
し
て
の
意
見
を
述
べ
る

時
間
も
余
地
す
ら
与
え
な
い
。

い
っ
た
い
目
の
前
の
最
古
透
は

い
っ
た
い
何
な
の
だ
。
サ
イ
コ
パ

ス
に
つ
い
て
話
を
始
め
る
と
、
ど

ん
な
に
リ
ベ
ラ
ル
で
、
話
の
分
か

る
人
間
で
あ
っ
て
も
、
急
に
頑
な

な
人
間
へ
と
変
貌
す
る
。

曰
く
「
素
人
が
専
門
領
域
の
用

語
を
使
う
な
」
。
曰
く
「
レ
ッ
テ

ル
貼
り
は
差
別
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に

つ
な
が
る
危
険
性
を
孕
ん
で
い

る
」
。
曰
く
「
レ
イ
シ
ズ
ム
や
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
、

あ
の
親
爺
キ

モ
イ
�
と
言
う
バ
カ
な
女
子
高
生

の
持
つ
浅
薄
さ
と
な
ん
ら
変
わ
ら

な
い
」
な
ど
な
ど
だ
。

た
と
え
ば
、隣
の
サ
イ
コ
パ
ス
、

い
や
サ
イ
コ
パ
ス
で
な
く
と
も
い

い
の
だ
が
、
隣
の
妙
な
存
在
に
つ

い
て
、
「
ス
ポ
ー
ツ
や
映
画
に
感

動
し
な
い
人
間
は
い
る
の
か
」
と

い
う
話
を
始
め
る
と
、
「
そ
ん
な

人
間
は
ど
こ
に
で
も
あ
る
パ
ー
セ

ン
ト
い
る
」
と
い
う
。
五
六
年
の

人
生
で
、
平
均
的
な
五
六
歳
の
関

わ
る
人
間
の
数
を
相
当
に
上
回
る

だ
け
人
間
と
接
し
交
わ
り
、
ま
た

見
て
き
て
い
る
と
自
惚
れ
て
も
い

る
の
だ
が
、
経
験
値
だ
け
か
ら
言

っ
て
も
、
目
の
前
に
い
る
こ
の
最

古
透
と
同
じ
く
「
共
感
し
な
い
」

人
間
を
私
は
見
た
こ
と
が
な
い
。

か
な
り
の
信
頼
で
き
る
知
り
合

い
に
、
し
か
も
多
数
に
、
最
古
透

の
こ
と
を
話
し
て
き
た
。皆
が
皆
、

見
た
こ
と
が
な
い
と
言
う
。
そ
れ

は
単
に
個
性
の
話
で
は
な
く
、
危

険
性
の
話
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に

友
だ
ち
に
な
り
た
い
と
か
言
っ
た

興
味
は
私
に
は
ま
る
で
な
い
か
ら

だ
。
彼
の
よ
う
な
存
在
を
こ
の
目

で
認
め
ら
れ
る
の
は
、
サ
イ
コ
パ

ス
の
本
に
登
場
す
る
い
く
つ
か
の

例
だ
け
で
あ
る
。

「
そ
ん
な
奴
は
ど
こ
に
で
も
い

る
」
と
、
そ
う
発
言
す
る
人
に
対

し
て
、
「
じ
ゃ
あ
、
そ
の
人
を
こ

こ
に
連
れ
て
き
て
み
ろ
」
と
言
う

と
、
多
分
思
い
浮
か
ば
な
い
は
ず

だ
。
実
際
に
は
そ
ん
な
人
は
い
な

い
か
ら
だ
。
「
そ
ん
な
人
は
い
る

だ
ろ
う
」
と
言
っ
た
、
そ
の
人
に

と
っ
て
の
「
そ
ん
な
人
」
は
、
実

は
い
な
い
わ
け
な
の
だ
。
い
た
と

す
る
な
ら
、
サ
イ
コ
パ
ス
の
話
は

ス
ム
ー
ズ
に
運
ぶ
は
ず
だ
か
ら

だ
。い

じ
め
や
虐
待
を
訴
え
て
も
、

教
育
委
員
会
、
教
師
、
児
童
相
談

所
な
ど
が
、
ま
と
も
に
相
手
を
し

て
く
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
サ
イ

コ
パ
ス
の
話
も
、
口
に
し
た
途
端

に
、タ
ブ
ー
が
登
場
し
た
ご
と
く
、

本
気
で
語
り
合
う
こ
と
を
止
め
て

し
ま
う
人
間
が
多
い
。

娘
を
強
姦
し
続
け
た
父
親
を
、

「
被
害
者
が
抵
抗
不
能
な
状
態
だ

っ
た
と
認
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
て
無
罪
判
決
（
二
〇
一

九
年
三
月
）
を
下
し
た
裁
判
官
も

い
た
。
一
面
の
真
理
だ
け
を
振
り

か
ざ
し
て
、
全
体
を
無
視
す
る
の

は
最
古
透
の
常
套
手
段
だ
。
操
ら

れ
て
い
る
現
場
は
、
「
そ
の
先
」

を
話
し
合
う
仕
組
み
が
な
い
。
掃

除
も
終
了
後
す
ぐ
に
ま
た
掃
除
を

す
れ
ば
ゴ
ミ
が
出
て
く
る
。だ
が
、

「
綺
麗
に
な
る
」
と
い
う
理
屈
だ

け
を
言
え
ば
、
何
度
も
掃
除
を
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
点
検
も

ま
た
同
じ
で
、
場
所
に
よ
っ
て
は

日
に
何
度
も
無
駄
に
点
検
を
す
る

「
馬
鹿
現
場
」
が
あ
る
。

人
権
問
題
を
振
り
か
ざ
し
て
、

「
慎
重
に
扱
う
べ
き
だ
」
「
専
門

家
以
外
は
手
を
出
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
言
う
。
で
は
、
ど
こ
に
専

門
家
が
い
る
の
か
。

目
の
前
に
い
る
サ
イ
コ
パ
ス
で

あ
ろ
う
と
、も
ど
き
で
あ
ろ
う
と
、

こ
の
男
の
も
た
ら
す
災
厄
に
対
し

て
、
今
こ
こ
で
、
退
職
し
た
り
、

休
ん
だ
り
し
て
い
る
非
常
事
態
の

中
で
、
い
た
ず
ら
に
助
言
を
さ
れ

て
も
、
被
害
は
進
む
ば
か
り
だ
。

対
処
法
を
考
え
る
上
で
、
サ
イ

コ
パ
ス
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
分

析
は
必
要
な
の
だ
。
最
も
身
近
に

材
料
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
遠
く

の
親
戚
で
も
、
診
る
こ
と
に
は
至

ら
な
い
医
師
で
も
、
ど
こ
か
の
専

門
家
で
も
な
く
、
今
、
毎
日
相
対

し
て
い
る
我
々
で
し
か
な
い
。
反

動
主
張
を
さ
れ
て
も
、
我
々
に
と

っ
て
は
、
あ
り
が
た
く
は
な
い
。

そ
ん
な
中
、
新
入
社
員
が
遂
に
最

古
透
に
楯
つ
い
た
。

突
破
口
な
の
か
。
パ
ン
ド
ラ
の

箱
な
の
か
。
サ
イ
コ
パ
ス
の
生
態

に
つ
い
て
は
、
次
週
記
す
。

（
建
築
物
管
理
）

連
載
２０１

ミ
メ
ー
シ
ス
美
学
か
ら
の
解
放
と
錯
綜
す
る
東
方
装
飾
の
誘
惑

欧
州
日
本
趣
味
と
イ
ス
ラ
ー
ム
美
術
愛
好
と
の
あ
い
だ
を
三
点
測
量
す
る

思

考

の

隅

景

稲
賀
繁
美

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・

総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
・

放
送
大
学
客
員
教
授

「ミメーシス美学からの解放と錯綜する東方装飾の誘惑：欧州日本趣味とイスラーム美術愛好とのあ
いだを三点測量する」『図書新聞』3425号（連載201）　2019年11月30日




